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題字は京都労働学校初代校長、故住谷悦治先生の筆です。



謹 賀 新 年

年頭のご挨拶

学園長　坂井 岳夫

～未来に向けて輝き続ける

 京都づくりに挑戦～

京都府知事　西脇 隆俊

　

役世代であり、標準的な所得水準であれば、月額80,100

円）を超える場合に、通常は医療費の3割とされる自己負

担の上昇を大幅に抑制する仕組みですが、この限度額を引

き上げることが提案されました。また、OTC類似薬とは、

薬局の店頭で販売される市販薬（OTC医薬品）と成分等が

類似する薬剤（風邪薬、湿布など）ですが、このような薬

剤を保険給付から除外する（すなわち、全額自己負担とす

る）ことが提案されました。これらの提案は、いずれも、

高齢化の進展や医療技術の進歩を受けた医療費の増大への

対応として、保険給付の削減を行い、保険料の軽減を図る

ものと位置づけられています。高額療養費の水準も、OTC

類似薬の取扱いも、それ自体は保険証の使い方という日常

生活に関わる問題ですが、これらの提案が自分（または家

族）に及ぼす影響を理解することは、簡単ではありませ

ん。問題を極めて単純化して、自分（または家族）の損得

だけに目を向けても、一方で、保険給付の削減による不利

益を把握するには高額療養費の仕組みやOTC類似薬の意義

を知る必要があり、他方で、保険料の軽減による利益を把

握するには保険料の算定方法を知る必要がありますし、同

時に、健康状態や家族構成の変化がこれらの利害に及ぼす

影響も考えなければなりません。公的医療保険に関する昨

年の議論は、先に指摘した「学び」の重要性を示す好例の

ように思えます。

　以上のお話はほんの一例ですが、今年も、勤労者教育が

果たしうる多様な役割を意識しつつ、職員・役員の皆さん

と学園運営に携わろうと考えております。園員の皆さまに

おかれましては、今後とも、学園運営に関するご指導とご

支援を賜りますようお願いを申し上げます。
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　あけましておめでとうございます。

　旧年中の学園運営への園員の皆さま

のご協力に心より感謝を申し上げます。

新年を迎えるに当たり、年頭のご挨拶を

させていただきます。

　ラボール学園は、労働組合、地方自治体（京都府、京都

市）および学識経験者の協力の下で、1957年に設立され、

勤労者教育に取り組んでまいりました。現在は、京都労働

学校（リカレント教育講座）、カルチャー教室（文化教養

講座）、英会話教室、パソコン教室をはじめとする各種の

教育事業のほか、勤労者の意識調査、「さわやかわーく―

京都市・働く人の情報サイト―」の運営などの調査・資料

収集・情報提供事業を実施しております。

　このように、本学園は、勤労者教育を中心に各種の事業

を行っていますが、社会、経済、技術等が目まぐるしく変

化し、社会制度が複雑化する現在にあっては、我々の日常

生活に密接に関わる制度についての「学び」の重要性も一

層高まっています。たとえば、昨年を振り返ってみると、

公的医療保険の給付（すなわち、保険証を使って受ける医

療サービス）をめぐって、高額療養費の縮減やOTC類似薬

の除外といった課題が、厚生労働省に設置される社会保障

審議会の医療保険部会で議論され、注目を集めました。こ

のうち、高額療養費とは、受診時の自己負担が限度額（現

て、多くの方に京都の伝統から革新までさまざまな魅力に

触れていただきました。また同時に、文化庁の京都移転か

ら３年目を迎え、国と協力して新しい文化政策を京都から

創り上げ、世界に向けて発信できたことにより、改めて、

京都の文化力の奥深さを再認識する機会ともなりました。

　「美しい花を咲かせ続けるには、停滞することなく、変

化し続けなければならない」。これは、室町時代に能を大

成した世阿弥が「風姿花伝」に残した後人への心得です。

当時の大衆芸能であった猿楽を磨き上げ、日本が世界に誇

れる芸術である能へと昇華させていった世阿弥は、常に変

化を恐れず進化していく努力の大切さを花に例えて説きま

した。千年の京都の歴史と文化も、そのときどきの先人た

ちが絶え間なく変化を繰り返して育てあげてきた、かけが

　あけましておめでとうございます。

府民の皆さまにおかれましては、つつ

がなく新しい年をお迎えのこととお慶び

申し上げます。

　昨年は、「大阪・関西万博」の開催を通じ



～京都の理想の実現に向けて

                    歩み出す一年に～

 　
京都市長　松井 孝治

（3）

えのない財産であり、国内外から多くの方が訪れる京都の

魅力の源泉です。そして、時代の変化を柔軟に受け容れ、

常に技術の進歩を人々の幸せにしなやかに結び付ける文化

と心根が、今も昔も京都でイノベーションを生み出し続け

る原動力となっています。

　本年は、こうした先人たちからの「贈りもの」を活かし

て、人と人との絆や京都府と府民の皆さまとの信頼関係を

大切にしながら取り組んできた、京都府総合計画の最終年

度を迎えます。全ての営みの土台となる安心を確かなもの

とし、府民の皆さまが、未来を担う子どもたちをあたたか

く育みながら、将来に向かって夢を抱いていける、「あた

たかい京都づくり」を実感いただけるよう、取り組んでま

いります。

　私たちが生きる現代は、人口減少・少子高齢化に加え、

気候変動やAIによる技術革新など、大きな変革期にありま

す。先行きを見通せない今こそ、京都の魅力を支える府民

の皆さまや京都を訪れる多彩な人材と共に、先人から引き

継いだ京都の魅力の源泉を磨き上げてまいります。そし

て、今年の干支「午」が象徴する、飛躍し、力強く前進す

る馬の如く、直面する課題を一つずつ乗り越えながら、前

へ前へと絶えず成長を続ける、輝き続ける京都を実現して

まいりたいと考えております。

　今年一年の皆さまのご健勝とご多幸を心からお祈り申し

上げ、新年のごあいさつといたします。

　あけまして、おめでとうございます。

　皆様にとって素晴らしい一年となり

ますことを、心からお祈りいたします。

　さて、昨年末に、京都が千年以上に

わたり継承してきた自然、歴史、文化などの「まち柄」を

確認し、世界と日本、そして京都の現状を踏まえ、2050年

を展望した京都のまちの羅針盤となる「京都基本構想」を

策定しました。この構想は、京都の各分野を代表する

方々、高校生や大学生をはじめ、25年後の京都でオピニオ

ンリーダーになるような若い方々など多くの市民の皆様

と、京都のまちが未来に向けて何を大切にすべきかについ

て意見を出し合い、議論を重ねた結晶です。

　今後はこの構想の理念や価値観を拠り所に、「新京都戦

略」を改定するなど、具体的な政策を展開していかなけれ

ばなりません。

　京都では長い都市の歴史の中で、祇園祭をはじめとする

年中行事や、人間の極致を体現する伝統産業や芸能、そし

て自然と共生する暮らしの文化が育まれてきました。これ

らを支えてきたのが、文化芸術、学問、産業、歴史、スポ

ーツ、地域活動など、京都のあらゆる分野で技藝や技能を

有し、人を惹きつける磁力を持つ方々、いわば「京都学藝

衆」です。これらの方々の技や経験、想いを次の世代へと

大切に伝えていくことが地域や国内外の人々から愛される

唯一無二の価値を持つ京都の未来につながります。

　京都市といたしましても、公園や図書館といった公共空

間をもっと市民に皆様に開き、未来を担う子どもたちや若

者が、市井に息づく豊かな知恵や学藝に触れる機会を創出

し、「夢中」と「感動」が溢れるまちを実現してまいりま

す。

　そして、文化芸術、ものづくり、自治の伝統など京都の

強みを生かし、若者の起業支援や新産業の創出、企業誘致

などの取組を推進し、多彩な人々が交ざり合い、新たな価

値を創造し、日本中、世界中の人々から、住みたい、働き

たい、活躍したいと思われ、選ばれるまちを目指して様々

なチャレンジを重ねてまいります。

　新たな四半世紀に向けたスタートとなる今年の干支は

「丙午（ひのえうま）」です。物事を力強く前進する意味が

込められています。様々な課題を乗り越え、今日の京都の

発展を築いてこられた先人の心意気を大切に、誰もが幸せ

を感じ、互いにつながり、支え合い、生きがいを持って活

躍できる。そのような京都の理想の実現に向け、力強い一

歩を踏み出してまいります。



第３回

第１回

無料オンデマンド学習サイト

第２回

第４回

京都府生涯現役クリエイティブセンター アクセス

京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町78番地 京都経済センター3階
 TEL：075-741-8630

E-mail：info@recurrent-kyoto.com
営業時間

京都市営地下鉄烏丸線「四条駅」北口改札出てすぐ
阪急電車京都線「烏丸駅」26番出口直結
京都市営バス「四条烏丸」徒歩すぐ

火曜～金曜 9:00～19:00
月曜・土曜 9:00～17:00

デジタルスキル向上講座

詳細 ・申込

京都府労働施策紹介㉜


